
映像の生体影響を客観的に捉える生理指標の確立で
悪影響を与える映像パラメータの抽出を容易にする。

１．方法、目的
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＜ストレス計測原理＞
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２.脈波からρmax指標を算出
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３.計測データ例

0.45

0.55

0.65

0.75

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

相関係数：０．７５

（縦軸：相対値、横軸：時刻[分]）

・映像酔いを起こしやすい手ぶれ映像を提示。

・提示映像中のカメラパン頻度（○）と脈波から計測したρmax値（■）を

比較（いずれもフィルタ処理、換算済）。高い相関を得た。カメラパンに

よる映像の横揺れが自律神経への刺激となっていると考えられる。

４.映像提示実験結果例
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